
シリーズ隠れた建築紹介～長町研修塾B匠心庵～

金沢市の武家屋敷は誰もが訪れたことのある観光地で

ある.そこに長町研修塾たるものが近頃,お目見え(完成)

した。金沢職人大学校の研修生たちが学んだ技術を生か

した総合学習として完成させたものである。周辺環境の

景観に合わせて旧家の建物を修復し,新たに茶室・匠心庵

(し ょうしんあん)と 庭園がつくられた。旧家は藩政期末

から明治初期約130年前に建てられたものであり,増築・

改築を重ね,金沢市が平成 9年に買い取ったものである.

一部を取り壊し,約二百平方メートルの建物に外装工事

を施した。耐雪のため軒先には強度を持たせるなど職人
の技が駆使されている。内部は天丼が高く,能や邦楽がで

きるようになっており,伝統芸能の練習や茶席などの使

用に限り,一般に貸し出しを行つている.また決して広い

とは言えない庭園(山景園)には,金沢の四季折々の変化

を見せる医王山の山並みを薬師如来にそえ,諸仏を戸室

山,卯辰山,野田山,高尾山,キゴ山,庄司峰,国見山,

倉ヶ岳の山々になぞられた自然石が配されており, 茶室

からこれらの山並みを眺め,風情を楽しむことができる。

古い現存する民家を再生,修景し,現在に蘇ったことは,

すばらしいことである.引き継がれた匠技,時の流れを感
じる部材から,力強さとたとえようのない情緒がかもし

出される。武家屋敷を散策するときには,ぜひ立ち寄って

みたい空間である,
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北陸支部インフォメーション

■「建築文化週間・立山山麓見学会」を終えて思うこと

(′ 99,6.26.)

今回の見学会には、デザインを学ぶ学生として、学校の特別講

議のテーマでもある「自然と人間の関係」に主眼をおいてか加さ

せていただきました。砂防博物館やカキエ房、まんだら遊苑など

で自分の眼で見聞きしたことを通じ、 自然と人間の様々な関係

が見えてきた

ように思いま

坑 そして ふ

としたことか

ら「人間の自

然に対する行

為はすべて、

人 と して の

『豊かさ』を求

めているから

なのでは ?」 ということを感じました。

私達は森を切り開き、道を造り、河をせき止めるなど、自然を

削つて様々な「豊かさ」を手に入れてきました。自然に身を置い

て得られる、何かしらの心の豊かさもその一つでしょう。でも、

手に入れた豊かさの中で、心のどこかも削られているような気が

してなりません。

先日、 この特別講議の締めくくりとして植林を行いました。自

分の手で土を掘り、苗木を植えたとき、削れた心が少しではある

けれど癒された気がするとともに、 この植林も人間の自分勝手な

行為なのかな…と考えてしまいました。

自然と人間との関係、 このテーマは今の私にはとてつもなく大

きなものであり、自分の存在の小ささを改めて思いました。しか

し、近い将来、確実に受け止めなくてはいけないテーマでもあり、

その時自分に何ができるか、それを考えるためにもまだまだ学ぶ

ことは多いと感じています。

一 高岡短期大学 産業工芸学科 産業デザイン専攻

2年 土肥 匡晴

■「北陸支部大会の報告」

1999年 の北陸支部大会は暑さまっさかりの 7/30,31に 富山で

行われました。当日は立山連峰が青空の下にはっきり浮かび上が

る好天 (猛暑でした…)で発表の皆さんからも熱気がでています

から、冷房が効いている会場が好評でした。 これも県内の大学に

建築学科がない富山の良さでしょうか!?富山支所は支郡大会を

行うのが今回が 2回目で私自身は 5年前を経験していなかったの

で大会当日まで本当に大丈夫かなあと心配でした。 しかしそんな

心配は余計なお世話で会場の設営、シンポジウム、見学会、懇親

会みな合格点をいただけるのではないかと思います。異論のある

方は 5年後の為に不合格な点をご指摘下さい。個人的には大会が

きっかけで新しい出会いがあったり、社会人になっても研究を続

けておられる方を目のあたりにして私も勉強しなければHと思っ

たり、記念シンポジウムではアメリカの住宅は完了検査を受けな

くては電気 'ガスといったライフラインが繋がらない事を知り驚

いたりとても刺激をうけました。あとは実践ですかね。ははは…

頑張ります。
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支部ニュース「AH!」 の第 17号をお届けいたします。今回の座談会は「地域と伝統Jのテーマのもとに富

山支所のお世話でとりおこなわれました。

さて、広報部会の新しい試みのひとつとして、HP (http://w、 IAv anc― d fukui― u.ac hikawa/AIT―iD/～ IS

hokuriku shibu/koho bukai.htm)を 開設いたしました。まだ、試行版ですが、第16号からの「AH!」 ,北

陸支部の新着インフォメーションを閲覧することができます。特に、このインフォメーションのところで、支

部の情報を迅速にお伝えしていく予定です。ご意見、ご助言いただければ幸いです。



地域と伝続

今回は「伝統へのこだわり・現状とこれから」がテーマ

です。

伝統の重み、守り育てていく道はあるのか、など思いの

葛藤と本音を熱く語っていただきました。メンバーは、高

岡デザインエ芸センター所長で高岡の伝統産業に携わっ

てこられた末坂幸子さん、現代の生活を研究し富山の住

宅を数多く設計しておられる内記悦子さん、富山国際職

藝学院の理事長で木造建築の伝統技術を継承する教育に

携わっておられる稲葉実さん、そして建築家であリプロ

ダクトデザイナエである黒川雅之さんには、富山を外か

ら客観的に見ていただき、 この会のコーディネータをお

願いしました。会場は、職藝学院の実験研究施設である、

パーフェクトリサイクルハウスです。

地域の重み

黒ナ|ド 自然に恵まれたこの富山の大地が富山の生活文化

を育んできていると、外から見るとそう思うのですが、

稲葉さんは東京ではできないこの地ならではのことを

されているようですね。富山の中でも里山である大山

町に、大工の伝統技術を学び伝える学校をつくられたと

稲葉 :建築の仲間達が皆何かを求めていた、喉の渇きを

訴えていたんです。職藝学院をつくる際に、 ここの家具

製作マイスターであな柿谷さんの生き様に影響を受け

ました。もう36年前に立山山麓の里山に移り住んで、

冬はスキーをそれ以外は家具づくりをするというライ

フスタイル。大地に根づく生活実感が彼らにはあった

んです。職藝学院も「テント1つから始めていいじゃな

いか !」 と言われて。

黒サ||:ロ マンですね。

稲葉 :そう、ロマン。それとガマンも。(笑 )

末坂 :学時 (′ 67～
′
70年代前半)、 アンチ体制派のヒッ

ピーが既存の社会生活からの離脱を主張し、「自然にか

えれ」と都市からカントリーヘ逃避し、手作りのモノづ

くりを始める…、そんなムーブメントがありました。柿

谷さんはそのはしりで、当然、そこでの生活は従来の里

山のライフスタイルではなく、都市生活者であった彼

らの生活哲学の反映としてのライフスタイルが展開さ

れたと思います。近年は、環境保全、農業振興の立場か

ら里山を復活させようという動きはありますが,・・。

黒サ||:山の中に山小屋をつくって、というのではなくて、

都会を山に持ち込むスタイルですね。そういえば私の

友人でデザイナーの故倉俣史朗さんのまだ小さい息子

さんが河口湖畔にあった私の別荘を見て、「山の中に山

小屋風でないのがいい」とひとこと言っていったのを

思い出しました。ところで末坂さん、県内でも高岡は特

に伝統色の強い土地柄で、加賀百万石の人間文化の歴

史があるところですよね。大地の力とは違うものがあ

るのでは?

末坂 :高岡は、加賀藩二代藩主前田利家公の没後、経済性

を優先する町人によって退しく生き延びてきた町人の

町です。明治維新後、加賀藩という大スポンサーをなく

した加費とは対照的に、高岡は有力な問屋が加賀の名

工を招聘し、技術移転を図り、高岡鋼器・漆器の技術が

飛躍的に向上、全国各地の市場開拓にも成功していま

す。殊に、高岡銅器は明治初年、ジャポネズリー(日 本

風骨董趣味)を切日として、 日本の工芸水準の高さを世

界にアピールし、外貨を稼いでいました。高岡商人の先

見性、営業的なセンスには目を見張るものがあります。

絶えず時代への日配りをして、センスを磨いてきてい

るんです。それも高岡の伝統文化ではないでしょうか。

自分のアイデンテェティをどう表現するか…。要はソ

フィスケートするセンスだと思います。近頃は、そのア

クティブな気質が失われ、負の面ばかりが日につきま

すが…。

黒川 :内記さんの設計される住宅を見て、東京にあるよ

うなカチカチの感じではなくて穏やかな空間の感覚と

目の前の具体的なことにきちっと対処していく姿勢が

見えたのですが、富山で仕事をするこだわりは何かあ

りますか?

内記 :私は若い頃は富山の伝統的な住宅が嫌いでした。

風習に縛られて家が重荷に見えました。それで家は住

稲棄  実さん 内記 悦子さん

む人が主役なのだから伝統的な形から考えるのではな

く、住む人の暮らしから発想しようという姿勢でやっ

てきました。ただ、最近は古い民家のおおらかな骨組の

空間にとても魅せられるのです。それは形から風習が

抜けてしまっているからではないかと思うんですが、

それで今度はそうした伝統的な住宅が簡単に壊されて

いくのを見ると、ちょっと待ってと言いたくなるんで

すね。

末坂 幸子さん 黒川 雅之さん

末坂 :伝統的な揉縛から逃れ、フリーな表現をすること

が如何に難しいかと言うことの一例ですが、ルーバー

がありますね。かつて連子格子は採光の機能と共に、中

から外が見え、外からは遮るという効果的な役目を果

たす仕掛けでしたが、近頃、スタイリングだけの背景の

ないデザインが見られます。

内記 :外国の人は日本の古い道具や帯を私達日本人が思

いもつかないような使い方をしますね。とても斬新な

インテリアを創っているのを見ますが、それは道具や

帯の本来の意味にとらわれないから出来ることだと思

うんです。高岡銅器は私にとっては無くて困るような

ものではありませんが、富山県にとっては財産なのだ

と感じます。ただ大きな歴史の流れの中でそれだけに

こだわっていくのはどうかと…違う視点でとらえるこ

とが必要ではないでしょうか。

末坂 :消費者にとっては高岡でつくられたモノであろう

と、ベトナム製であろうと、 どうでもいいこと。問題な

のはフィーリング、クオリティと価格なのです。人々

は、自己の生活哲学の反映としてモノを求め、 自らの生

活哲学と波長を同じくするモノをフィーリングで感じ

商品を購入しています。「今」を生きるスタンスが必要

なのです。モノにまつわる歴史やストーリーは、今は通

じなくなっています。

黒川 :それでは高岡にとって伝統は足かせ ?

末l反 :足かせかもしれませんね。モノづくりにおける伝

統というものは、「守」と「創」、守りながら創りだす

側面と、創られながら守られるという二面性を有して

いると思います。高岡のモノづくりの在り方、生き方を

デザインする事が求められているのですが、今は、生み

架構を表す 内記悦子設計

伝統は足かせ ?

末坂 :私は高岡に生まれ、高岡で仕事をしておりますが、

若い頃は、この町のもつ重圧から逃れ、高岡的なるもの

全てを一掃したい衝動にかられていました。価値観と

美意識のギャップ。とにかく町の重さを感じるんです。

町のたたずまい、町に溢れる古いモノ、モノ、…、古い

慣習が連綿と生きる日々 の暮らし。

黒川 :羽ばたけない歴史の重さ。高岡の持つ伝統は負の

イメージが強いように思うのですが。

末坂 :負が、拘束する何かがあるからこそ、飛び出してい

こうとするい。

剰 ||:ど うしようもない親の元から、親に反発して飛び

立つのでしょうね。満たされない想いが欲望を生んで

我慢が生命力になる。伝統に縛られた我慢が浪漫を生

んでいくのでしょう。
職藝学院リサイクルハウスにて 柿谷さんも加わって 「漆の箱」黒川雅之デザイン  (撮影/清水 昭)



高岡デザインエ芸センター

オープニング記念展「ニュークラフト展」

の苦しみのまっただ中にあるというところです。

黒川 :高岡は今、不況下で大変ですものね。

稲葉 :伝統を今に繋げていこうとするクラフトコンペも、

ここんところの不況で流されてしまいそうです。高岡

だけの狭い視野で見ているから。せっかく外からの目

で、黒川さんにも見てもらっていたのに残念です。

イ云統とは…

黒川 :伝統って何 ?伝統と現代との関係は?単に博物館

にしまい込むような物ではなくて現代との関わりを考

えていくことが未来につながる。今、破綻か。爆弾を抱

えていますね。

内記 :中 にいる当事者にとっては伝統ってわかりすぎて

いて意識しないもの。今を創りだせるかどうかはそれ

のとらえ方次第ではないでしょうか。そういう魅力と

か可能性は秘めているでしょう。高岡だけで解決しよ

うとするより活性化は他からやってくるように思いま

すし、高岡の伝統が本当に底力を持っているとしたら

ほってはおかれないのじゃないでしょうか。

末坂 :表現者は過去の手法を踏襲するだけでは意味がな

い。精神的な活動に裏うちされた自己の反映としての

モノづくり…それが今を生きるクリエーターの責務だ

と思います。職藝学院の学生は伝統技術を身につけて、

これから何を創りあげていくのでしょうか。

稲葉 :今を生きている学生達は、確かに我々にも警告を

与えてくれている。彼らは純粋に何を求めているのだ

ろうか。到達できなくて学生も我々ももがいているん

です。自分を肯定しすぎるのも否定しすぎるのも良く

ない。海外の建築家やクリエーター達との交流で感じ

たことです。個人ではなくて学校として、伝統をリフ

レッシュできる可能性があると思っています。匠の技

のストックとリフレッシュ。

内記 :伝統あるものは価値が確立して極めてしまってい

ますよね。それは別の見方をすると閉塞感があるとい

うことになると思います。若者が活き活きするのは自

分達にも何かが出来る可能性を感じる時ではないで

しょうか。今を生きているその時代に貢献できる何か

を見つけるのはワクワクするくらいに楽しいことです

ね。新しい何かを作るには伝統を大切にしながらも逆

に伝統にとらわれないことがとても大事なことだと思

います。

黒川 :そ ういう意味では意固地であっては駄目でしよう

ね。伝統を創造的に捉える必要があるんでしょう。ほん

とは伝統とは「人間的な、大切な負の感覚Jな んだと思

うんです。

どうしても出てしまう日本的なものとは、 どうして

も遺伝子の中にある拒否できないもの、 という感覚が

必要なんではないでしょうか。創造的に生きるその中

で「愛おしく受け止めるものとしての伝統。」僕にはそ

んな感覚があります。

稲葉 :職人の世界で先人が言ったことに、「道具の始末・

仕事の始末・身の始末」というのがあるそうで、 このな

かで、「身の始末」というのは、後継者を育てるという

ことのようです。上棟式の時、槌音が響きわたり、皆同

じ何かを感じ合っています。職人の、何かを、切り捨て

てきたものの何かを再確認しているようない。

梁をくむ職藝学院学生 (学院バンフレットより)

黒サ||:そ う、伝統とは愛情なんですよ。伝統は時間の愛

情、そして地域性は空間の愛情です。地域の持つ力は

人を創り芸を創り、それを喜びにしてきた。その地域

に、誰かたった 1人の情熱家がいるだけで場は変わる。

高岡もそうあって欲しいですね。また、様々な分野の伝

統技術もただの温存ではなく現代の社会にどう生かし

ていくかがこれからの大きな課題でしょう。ひとりひ

とりの苦悩や伝統と地域の重みが、富山の山から湾ま

での器に籠もっているように思います。

窃 と支所だより剛 I

～鉄筋の溶接継手のご紹介～

私が8年間程、研究開発しておりました建設施工
に使用する一つの方法についてみなさんに、 ご紹介
致します。

近年、建設現場において、RC(鉄筋コンクリー

ト)建物の大型化や高層化に伴い、使用される材料も
大型化や高強度化の傾向が見られるようになってき
た。この状況の中、各ゼネコンも作業性の安全性の確
保や工期短縮の観点から、建設現場工事の省人化・省
力化を唱え、工場で製作された完成部材の据え付け
やあらかじめ組み立て於いた鉄筋(総称してプレハブ
エ法と言う)を数多く使用されるようになってきまし
た。このような部材を使用するにあたっては、接合に
より材料長さの変化がほとんどなく、経済性や作業
性を考慮すると鉄筋の溶接接合が最も有効であると

考えられます。
また、鉄筋溶接接合は各種あるものの、現場溶接品

質を重視する方法として裏当て材にセラミックスを
用いたCB(Ceranics Backing)工 法が最も有効
であると考えて、この方法を確立してまいりました。
この工法の概要としては、接合しようとする鉄筋同
士をU字形のセラミックスで囲い、その中に溶融金属
を半自動アーク溶接機により、充填し、裏当て材にセ
ラミックスを使用しているのため、溶接終了後にセ
ラミックズが除去できるのが最大の特徴であり、他
の方法に比べて、(1)セ ラミックスが溶接後に取り外
せるので、溶接部全体の目視で確認できる。(2)セ ラ
ミックスの保温効果により、小入熱の溶接が可能で

変形が少ない。(3)溶接後に取り外したセラミックス
が割れなければ2～ 3回程度の転用ができる、等の

ミツクス
メリットが挙げら
れます。

以上、述べてきま
したように、私が研
究開発してまいり
ました溶接品質が

確保できるこの方
法の現在までの施
工実績は約100,000

箇所あり、今後、こ
の工法による施工

実績の増加がする
と考えております。

ラミックス

一佐藤工業株式会社 吉津 利洋

「我が家はポップハウス」

「主人の趣味は釣りとレコー
ド鑑賞、私自身も楽器演奏が好
きです。子供たちがまだ小さい
のでやんちゃ盛りです。」
家を新築する時、図面作成の

前に設計士から家族のライフス
タイルを聞かれ、私はそう答え
ました。そして設計に2年をか
けて完成した我が家は立体的な
広がりのある空間が家の中心と
なりました。吹き抜けのある
オーディオル‐ムを中心に、片

側は一段高いステージになっているミュージック
ルームともう一方は家族が寛く

｀
ファミリールームと

いう間取りです。オーディオは音楽が最もバランス
良く聞こえるように配置し、ステージにはピアノを
真中に子供達と一緒に演奏できるスペースを空けて
あります。ファミリールームとは間仕切り戸がある
だけで、開けてしまえば40畳ほどの広々とした空間
となります。吹き抜けの天丼は、子供部屋からすく

゛
に

見える配置で、家族がどの部屋にいても同じ空気を
共有して一体感を味わえるようになっています。

この大空間で家族全員が参加して実に多くの催し物
を行なってきました。親 しい友人たちとのパー

ティーは勿論、ミニ・コンサート、ダンス大会、卓球
大会、留学生との国際交流と、コミュニティーセン
ターのような場所になりました。お客様に訪れても
らうことが大好きな家族なので次々とイベントの計
画が溢れ出ます。私は自分で音楽を奏でたり、人が演
奏するのを聴いたりするのが好きです。訪れてくだ
さつた方々も一緒になって楽しむことができれば、
それは素敵なことではないでしょうか。同時にこの

家に集まってくださった方々との出会いは私達を外
へと向かわしてくれました。家族音楽隊を結成し、家
の中だけではなく外に飛び出して演奏活動を始めた
のです。この家が人を招き、その人達にパワーを分け
てもらい、もっともっと多くの方々と楽しさを共有
したい気持ちにさせてくれたのです。
音楽隊の名称である「ポップコーンファミリー」

は、隊員である子供達が余りにもやんちゃであるこ
とにちなんでつけました。元気に飛びまわって暴れ
る子供たちはまるでポップコーンのようだからです。
この家があったからこそ子供達が元気に育ち、多く
の素晴らしい人達に会えた訳です。するとこの家に
名前をつけるならば「ポップハウス」とでも呼べるか
もしれません。これ力ゝらもポップハウスから大事な
体験を発信させていこうと思っています。

一未来工房 吉谷 道江
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(富 山職業能力開発短期大学校・種田 隆子)



イるイー支所だより剛剛理
陰霧礼賛 。あなたは、どんな『あかり』の≡
楽み方を知っていますか ?
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夜間景観は、その街の個性を演出する非常に大切
な要素といえます。まちづくりについて考え、行動
する『福井アーバンデザイン研究会(FUD)』 では、

今年度の研究テーマとして「夜間景観」を取り上げ
ました。
県都の顔ともいえる福井市中心市街地部を舞台に

“ふくいライティング・マスタープラン"を 作成し、

福井の夜間景観の向上と、夜も安全で快適な街づく
りの実現を目指すと共に、夜間景観に対する意識を

広く啓発したいと考えています。
そこで、実際に夜間景観を目で確認できるよう、あ

かりのイベント『ふくいあかり物語 (仮称)』 の開
催を企画しました。都市のもう1つの表情を、きちん
と楽しみたい。そんな単純な想いから、この企画は

進められています。
谷崎潤一郎は、

その著書『陰霧礼
賛』の中で、暗さと

共にある日本の美
を、改めて私たち
に気付かせてくれ
ました しかし、現
代を生きる我々

が、明るいという
ことの便利さを捨てることはできません。21世紀を

目前に控えた今、その場に応じた『あかりの姿』に配
慮し、明るさ。暗さ、それぞれの美しさを、バランス

良く兼ね備えた『新しい日本の光文化』を創出する

必要があると考えます。

都市の魅力はその多面性にあります。にぎやかな

光、明るい光は相応の場所に。その周辺には、落ち着
きのある光を配して、多面的な都市の表情を演出す
ることが望まれます。街の個性を光で浮かびあげる
ことができれイよ それは素晴らしいことだと思います。

私たちの『ふくいあかり物語 (仮称)』 は、H月 下

旬、養浩館庭園をメイン会場に、福井市の中心市街
地部を回遊する形で行う予定です。蔭の美を楽しむ

庭園、明るさを楽しむ商業地。それらをつなぐ、淡
い光の線。

私たちなりの、陰易礼賛?『あかり』の楽しみを御

覧に、福井にお越しになりませんか ?

一福井アーバンデザイン研究会 高木 紀榮
問い合わせ先in― tree@mitene,or.ip

信州の建築こ風景 新潟市民の伝統文化活動の拠点 『

新潟市白山公園内にある『燕喜館』は、明治から昭
和にかけて活動した商家である旧斎藤邸の一部を移
築再建したのである。!平成6年に斎藤家から新潟市
に寄贈されたこの建物は、新潟市民が日本の伝統文
化活動(茶道・華道その他)を気軽に楽しめる公共施
設として平成9年に完成した。
今年の7月 31日 、この『燕喜館』で「木造建築研

究フォーラム」が開催された。再建に携わった地元の

大工・左官・建具・屋根・造医l等 の職人さんから、工

事を進めるにあたっての苦労や裏話を聞くことがで
きたことは大変興味をそそった。
この建物が造られたのは明治期という日本の大エ

技術が最も円熟した時代であり、また、新潟が商売に
おいても活況を
呈していた時期
でもあった。
施主の斎藤家

は、新潟の3大
財閥の頂点にあ
った格式のある
家であった。家
普請は明治41年‐
の新潟大火の直

後からはじめられたということであるが、資材調達
や大工・左官等の職人の調達にはほとんど制約がな
く工事が行われた。
今回の移築工事に携わった地元新潟周辺の大工や

左官等多くの職人さんの話から、「長年いろいろな仕
事をやってきたが、この建築ほど材料の吟味や職人
の素晴らしい仕事に触れたことがなかった」、「今ま
でにやったことのなかったところは、京都の職人か
ら教えてもらって完成した」と聞き、やはり素晴らし
い建築であったと再認識した。

この建築の移築にあたっては、京都大学名誉教授・

中村昌夫氏から従前の間取りや意匠を活かした前座
敷や奥座敷、居室などに加えて、露地庭と一体となっ
た本格的な茶室も新しく設けられ、私的な建物から
公的な建物へと生まれ変わった。

この白山公園周辺には、昨年オープンした長谷川
逸子氏設計の新潟市民芸術文化会館をはじめ、従来
からあった市民音楽文化会館、県民会館、旧新潟県議
会議場等もあり、今回この伝統文化活動の拠点とし
ての燕喜館が加わり、新潟市民の一大文化ゾーンと
なることは間違いないだろう。

=新潟県立高田工業高校教諭 広田敏郎

今年の夏はやたらと暑かつた。おまけに秋まで暑かつ

た。そのせいか酒米のできがやや気にかかる。昔と違い酒

作りもほとんど機械化された蔵と,昔ながらの手法を基

本に作る蔵とがある様である。いずれにしてもある程度
の酒が仕込めるようだ。そこで問題なのが今では全国ど

こでもそこそこの酒が地酒として出回つていることであ

る。まともな酒もあれば,まがいものの酒もある。戦後の

物資が不足していた頃仕込んでいた酒とははるかに違う

酒が現在の酒である。今から約20数年前に端麗辛日とい

う酒が新潟で生まれ、今では全国どこへ行っても地元の

吟醸酒が頂ける。(できれば昔風の熱l輝月lはやめましょう。

今の酒がかわいそうです)

ワインと違つて日本酒は素人には利き分けしにくい

(い いかえれば酒のプロが育ちにくい)部類だと思う。か

なりの舌をもたないと違いが判りにくい。したがって日

本酒には手を出しにくいのである。

などと長々くどいてはいるが、おかげで飲兵衛には住

み心地の良い世界でもある。何だかんだと能書きを言っ

ているとめったに飲めない酒が手に入ったりする。する

と早速、飲みたくなるので、どこかで酒宴を開こうと言う

事になり、同類に連絡を取り肴の美味いところ(冬の新潟

はアラかヤナギ、ヤリイカが良いと思う)で更けゆく夜を

楽しむ。(も っとも店にとっては日開けから閉店までねば

る迷惑な客だと思うが)勝手をいえば飲み始めは上越地

方のやや軽い酒から仕上げは下越も北の幸い酒で締めら

れるとなお良いのだが。

そんな飲み方をすると誘った相手がまた違う酒を持つ

てきてくれる。ありがたい事です。さあそろそろ鍋の美味

い季節の到来だ。誰か美味い酒を飲ませてくれませんか?

にいがた冬・食の陣 本間龍夫

筆者と飲兵衛が杯を酌み交わす所・新潟の情報発信基地“自由空間 蔵"

館一皇
ロ

燕

地方にお

いて建物を

設計する場

合、その地

域の風土と

か歴史とい

うものに支

配されなが

らその形態

や素材が決定されるものが多く、特に長野県はこの

ような傾向が強いように思う。全国的にみても未だ

に自県を「信州」という過去の固有名詞を使う人が多

いのもその特徴の表れで、他の北陸5県と比較しても

自分の出身地を越後とか越中と呼ぶ人はいないし、

国立大学Q名称に古来からの名称を使う県は全国的

に見ても信州大と琉球大しかない。県歌があるのも

長野県だけで、それだけに県民の風土や歴史に対す

る価値観の高さがうかがえる。先人の築いた文化を

大切にするすばらしい県民であり、 これからの「地方

の時代」を築くに相応しい独自性をもったお手本の

ような県かもしれない。しかし建物を設計するとい

う創造行為の可能性の幅が縮小されてしまう危険性

もあって、ある盆地の中でしか物事が考えられない

ような自覚症状のない自閉症に陥るケースも少なく

ない。安易な民芸調の建物やロマンチックな高原の

山小屋風などが印象として残るのもその症状の表れ

である。地域の景観や文化を守ることは大切なこと

である。しかしそれだけに頼らずに地域性を見据え

た新しい思考や観点がこれからの建築には求められ

るのではないだろうか。数年前完成した茅野市神長

官守矢家史料館 (藤森照信十内田祥士)はその可能性

を大きく切り開いた今世紀における信州の現代建築

の最高傑作である。その場所の風土や歴史に深く密

着したような形態でありながら、突然、遠い異国の風

景や過去の記憶に連れ戻されたような不思議な実在

性のなさ、このような建築の在り方は、 これからの信

州の建築の方向性を示しているようでならない。

一 (株)宮本忠長建築設計事務所 松橋 寿明

燿計田いし' 1/30

(信州大学大学院・北澤 秀吉) (福井大学大学院・土井 健史)


